
　見た通りに印刷されるかどうかは別として、テキストレイヤや凡例、
クエリエディタ、テキストファイルエディタなどのテキスト入力を行
う場面で〈文字コード表 (Character Map)〉ウィンドウが使用できま
す。〈文字コード表〉ウィンドウは、テキスト入力をしているウィン 

ド ウ の [ 編 集
(Edit)] メ ニ ュ ー
もしくはテキス
トフィールド上
で 右 マ ウ ス ボ 
タンメニューよ
り開きます。文
字入力コードを
はじめ全文字に
対するユニコー
ドやその他の情
報を提供しており、表示されている任意の文字を挿入できます。挿
入したい記号のある行の上でダブルクリックすると、カーソル位置
に記号を挿入できます。

　入力中は〈文字コード表〉ウィンドウを開いたままにしておける
ので文字入力中の必要なときに使用できます。よく使う記号がある
のなら、その入力コードを覚えてしまえば文字コード表で何度も
探す必要がなくなります。文字の行の上でダブルクリックするより
は入力コードを使って、<F2> キーを押し、入力コードを入力して、
もう一度 <F2> キーまたは < スペース > キーを押すと、希望する記
号がテキストブロック中に入ります。

　データベースフィール
ドにテキストを入力中で
も〈文字コード表〉ウィン 

ドウにアクセスできます。フィールド上で右マウスボタンメニューが効くかど
うかはカーソルがフィールド内にあるかどうかによります。フィールドの上で
クリックして、カーソル位置を確定した後、右マウスボタンメニューを表示し
ます。フィールドの編集に関連した選択肢の中に、文字コード表があります。カー
ソルがフィールド内にないと、右マウスボタンメニューの選択肢はフィールド
のプロパティ ( 隠す、ソート等 ) や要素の選択、レコードを要素にアタッチする
などに関連したものになります。〈文字コード表〉ウィンドウを [ 編集 ] メニュー
から使うには、カーソルをフィールド内に置く必要があります。

　ユーザの選択したフォントがデータベースフェールドのテキスト表示に使わ
れます。使用したい特殊文字がこのフォントに含まれていない場合は、〈文字コー
ド表〉ウィンドウの２列目が空白になっているか、□の TrueType フォントなど、
未定義を表す文字が表示されます。フォントは簡単に変更できます。空間データ
表示処理で文字コード表をチェックできるので、あなたの使い方に合ったフォン 
トに変更して下さい。下の図に、〈文字コード表〉ウィンドウから挿入したいく
つかの記号が、レイアウト ( 左 ) やテキストレイヤコントロールの画面 ( 右 ) で
どのように見えるか示します。

特殊文字の挿入
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